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３．演題と講師： 「計算力学の最前線 －高速多重極法」 西村　直志
 「リズム現象とカオス」 藤坂　博一
 「制御理論とディジタル信号処理 －シャノンのパラダイムを超えて」  山本　　裕 
 「流体系でのカオス，非線形波動，共鳴現象」　 船越　満明
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４．参 加 人 数：６０名程度
５．申 込 締 切：６月３０日（金）














　　 「Cosi fan Tutte」　女はみんなこうしたもの
　指　　　　揮 フォルカー・レニッケ
　ピ ア ノ 辻川謙次・松下智子
　キ ャ ス ト フィオルディリージ／河原　正枝 ドラベッラ／松本　洋子
　 ＜フェラーラ生まれの姉妹＞  ＜フェラーラ生まれの姉妹＞
　 フェランド／松本　敏雄 グリエルモ／和田　茂士
　 ＜ドラベッラの恋人＞  ＜フィオルディリージの恋人＞
　 デスピーナ／河田　あづさ・林　千穂 ドン・アルフォンソ／久世　安俊
　 ＜姉妹のメイド＞  ＜老哲学者＞
　 合唱／田上るみ・中村郁恵・丸山美保・米谷亞希子
　日　　　　時 平成１８年６月１５日（木） 開場：１７：３０
  開演：１８：３０
　  終演：２１：００（予定）
　会　　　　場 京都コンサートホール（大ホール）　（京都市左京区下鴨半木町１－２６）
　プログラム 第　１　幕
　　 《休憩》
　 第　２　幕
　 （全２幕をナレーション付原語で上演）
岡山室内オペラ
　岡山室内オペラはオペラのプロフェッショナル（オペラ歌手およびコレペティトゥーア）を育成し，公演活動を行う団体であります。基
本に忠実で本格的でありながらも，皆様が音楽を身近に感じられるような演奏を目指し，V. Renicke 氏指導のもと限りない可能性をさら
に磨きあげようと，日々努力しております。
　毎年定期的にイタリア・ドイツオペラなど数多くの演目で演奏会を行っており，２００３年にはMOZART作曲オペラ「ティトの慈悲」（全幕）
を演奏し，好評を博しました。今年７月１５日にも倉敷にて，定例の演奏会「オペラハイライト」を行う予定です。
　モーツァルト生誕２５０年の２００６年という記念すべきモーツァルトイヤーにちなみ，数ある作品の中から，輝きをはなつ旋律・美しすぎ
る響き・壮大な調べが，随所にちりばめられたMOZART最高傑作「Cosi fan Tutte」をお贈りさせて頂きます。皆様が美しさに満ちたオ
ペラの真髄に親しんで頂けます様，全力で演奏させて頂きたいと思っております。
　
指揮者略歴
　Volker Renicke　フォルカー・レニッケ
　ドイツ，ブレーメンに生まれる。１９５０年デットモルト音楽大学指揮科に入学。１９５４年シエナ国際指揮者コンクール入賞。デットモルト
劇場・ライト劇場・ミュンスター市立劇場の指揮者，チューリッヒ国際オペラスタジオ音楽監督を務め，１９７１年バーゼル市立歌劇場第一
指揮者に就任。同時にチューリッヒ音楽大学指揮科およびオーケストラの指導にあたる。１９７６年９月九州交響楽団常任指揮者として来日。
同団の定期公演をはじめ国内で多くの交響楽団の指揮を行い活躍した。１９８１年から１９９５年３月まで，国立音楽大学教授としてオーケスト
ラや大学院オペラ科を指導。１９８１年から２００１年３月まで，くらしき作陽大学音楽科客員教授としてオペラマイスタークラスおよびオペラ
クラスの指導にあたる。この間モーツァルトのオペラを多数公演し，津山国際音楽祭にて「魔笛」「皇帝ティトの慈悲」「フィガロの結婚」等，
また１９９１年モーツァルト没後２００年記念公演にて「イドメネオ」を上演。また，海外でもザルツブルクにてモーツァルトの「レクイエム」，
ケルン劇場にて「魔笛」，ヴェルディ「椿姫」，ドレスデン音楽祭にてチマローザ「秘密の結婚」等上演。１９９７年には，ロンドンにてイギリス
室内管弦楽団とレコーディング。１９９８年度福岡市文化賞受賞。
　
　備　　考 １．入場無料（入場の際は，本学学生証または職員証を提示してください。）
 ２．プログラムは当日会場で配付します。
 ３．定員は１，６００名先着順とします。演奏中および就学前の児童は入場できません。
 ４．問い合わせ先：学生部学生課学生企画グループ　ＴＥＬ７５３－２５０４・２５８８ （学生部）
　京大広報の発刊から３７有余年。当初は編集に先生方が携わり，編集に長時間要したこともあったようですが，
昨年からは広報センターで編集を担当しています。とはいえ，編集・校閲・校正など片手間ではできません。広
報センターでは，皆様と同様に人任せにせず，自らの立場や使命を忘れず編集作業を行っています。
　「京大広報」に不注意な単純ミスなど一つもないように編集作業を行っています。
　［が，・・・ミスがあればご容赦ご勘弁を。］
